
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ク

下

ま

※ 

  

 

業

て

全

だ

高

さ

開

お

向

し

価

な

京

あ

多

と

た

就

イ

長年知多地

の生産技術

下、共計）が

した。現在

同品質の農産

について、そ

 

３ha を超え

業後に国の果

、昭和 51 年

全国的に生産

だ 20 歳だっ

かった‘青

らに成園化

始します。

り、10 年後

ところが、

上には繋が

、現在のイ

 

 

 

腰掛けのつ

価格が安定し

ります。 

同じ頃、県

京浜地域にお

いち経済連

多地域にも共

反対してい

いと昭和 5

東海市 

果樹（イ

就農と同

イチジクの

地域のイチ

術の確立だ

が始まった際

在は地元Ｊ

産物価格が、出

その期間内の平

えるミカン

果樹試験場

年に就農し

産過剰で販

た早川さん

青島’など

化するまで

当時は、「

後には完全

ミカンの価

がりません

イチジク、

つもりで始

していたこ

県内では西

おける愛知

連は、「あい

共計での販

いた早川さ

55 年、共計

 早川 豊

チジク、

時に進め

の規模拡

チジク生産を

だけに留まら

際の部会長

Ａの理事と

出荷時期や市場

平均価格で精算

ン農家に生ま

場（興津支場

します。しか

販売価格の暴

んも危機感

どの優良系統

でのつなぎ作

「ミカンが成

全に撤退す

価格は一向

んでした。そ

ミカン、キ

始めたイチジ

ともあって

西三河地域が

知県産イチジ

いちのイチ

販売を打診し

んでしたが

計開始を了

豊彦さん

ミカン、

めた改植 

大と知多

を支えてき

らず、知多

長として販売

として地域

場に不公平にな

算する方式 

まれた早川

場）での２

かし、就農

暴落が続い

感を感じ、す

統や極早生

作目として

成園化する

る予定でい

向に回復せず

その為、昭

キウイフル

ジク栽培で

て 25 歳の頃

が共計を開

ジクの販路

チジク」の地

します。当初

が、プライス

了承します。

（豊果園）

キウイフ

多共計開始

た豊果園の

イチジクの

売面にも大

域農業の発展

なることを防

川さんは、高

年間の研修

農当時のミカ

いていました

すぐに販売価

生に改植しま

て植付けか

るまでの補完

いたそうです

ず、改植し

昭和 56 年に

ルーツの果樹

でしたが、豊

頃には 60a

開始したこと

路が急速に拡

地位を磐石

初は、自分

スリーダー

 

） 

フルーツ）

始 

の早川さん

の共同計算

大きく関わ

展のため、

ぐため、ある一

高校卒

修を経

カンは

た。ま

価格の

ます。

ら収穫まで

完作目とし

す。 

したミカンの

には再び一部

樹複合経営

豊作年と不作

まで拡大し

とで安定的

拡大してい

石なものにす

分達の育てて

ーであった西

【
） 

剪

んを紹介しま

方式（※）に

り、産地の

忙しい毎日

一定の期間に出

での期間が

してイチジク

の収穫が始

部の園をキ

営が確立され

作年を繰り

し、産地で

的なイチジク

いました。配

するため、

てきた産地

西三河共計

平成 26 年

早

剪定を終えた

ます。早川さ

による共同販

の収益力向上

日を送って

出荷された同品

が短いイチジ

クを作ろう

始まっても大

キウイフルー

れました。

返すミカン

でも指折りの

クの出荷が

配荷を担当し

産地が乱立

地を乗っ取

計と同じ舞台

年 4 月 21

早川豊彦さん

たキウイフルー

さんはイチ

販売体制（

上に尽力さ

ています。

品質の農産物価

ジクの栽培

う。」と考え

大幅な所得

ーツへと改

 

ンに比べ販

の栽培面積

が可能とな

していたＪ

立していた

られるので

台で勝負が

日掲載】

ん 

ーツのほ場で

チジ

（以

され

価格

培を

えて

得の

改植

販売

積と

り、

Ａ

た知

では

がし

 

で



 

若

の

節

最

語

川

感

の

ン

組

消

川

ら

入

ウ

 

温

の

き

 

産

 

共計開始に

若さで共計組

市場に通い

節によって有

最初 10 年間

語ってくれま

市場流通の

さんは、自

感じるように

大府市に大

ンしたのを機

組みます。 

そこで驚い

消費者の多さ

さんは、Ｐ

えるブース

入ってからは

イフルーツ

 

 

早川さんは

温度管理はも

導入など文

ました。 

そんな早川

産地育成

販売の面

収穫間近のハ

に向けた検

組織の初代

い、そこで、

有利販売に

間の予定だっ

ました。 

のメリット

自身の希望小

になったそ

大型の農産

機に、ミカ

いたのが、生

さでした。

ＰＯＰなど

ス作りを心

は経営内の

ツが再び経

は、知多ハ

もちろんの

文字通り試

川さんが常

Co

と地域農

面白さ 

ハウスイチジ

検討会での積

代部会長に選

、大産地の

につなげるテ

ったイチジ

・デメリッ

小売価格で

そうです。そ

産物直売所

ンとキウイ

生産者の名

もともと生

にも気を使

心がけまし

の不採算部

経営の柱とな

ハウスイチジ

のこと、ハウ

試行錯誤を重

常に心配して

よ

情

み

性

ま

は

お

ま

 

 

opyright (C)

農業の振興

ジク 

積極的な発

選ばれます

の出荷物が最

テクニック

ジク栽培から

ットを目の

で生産物を販

そして平成

「げんきの

イフルーツの

名前を見て生

生産物に自信

使い、再び手

た。その結

門であった

なったそう

ジクの部会

スイチジク

重ね、知多の

てきたのが

「産地が潰

うに、自分

報共有を図

合わせた販

についても

した。 

イチジクだ

平成 23 年

して地域の

した。 

) 2014, Aic

興 

発言で関係者

す。ＪＡあい

最初にセリ

などを学ん

ら抜け出せ

当りにした

販売したい

成 12 年、隣

郷」がオー

の直売に取

生産物を買

信のあった

手にとって

結果、平成

たミカンと

です。 

会長としてそ

クならでは

のハウスイ

がイチジク産

潰れても、

分の持てる

図ってきま

販売戦略や

も部会の中

だけでなく

年より地元Ｊ

の農業を考

chi Prefect

執

取材協力

者から一目

いち経済連の

を受ける現

んだそうで

せなくなった

た早

いと

隣町

ープ

取り

買う

た早

ても

成に

とキ

その技術確

はの水分管理

チジクを一

産地の未来

生産者が残

技術を部会

した。また

やライフサイ

で提案し、

知多農業全

ＪＡの理事

考えて行きた

ture. All R

筆：農業経営

力：知多農林

12 月～

置かれてい

の販売担当

現実や配荷

です。「販売

た。」とその

確立にも長年

理について

一つのブラ

来でした。 

残れば産地

会活動の中

た技術面だ

イクルを考

部会員の

全体の未来

事を務めてお

たい」と取

Rights Rese

営課 

林水産事務所

～4月まで農

に並ぶ豊果

いた早川さ

当者とともに

荷先の選定や

売の面白さに

の当時を振

年取り組ん

ても養液かん

ランドとして

地の再生は可

中で惜しみな

だけでなく、

考慮した経営

の経営力強化

来を考えてい

おり、「ＪＡ

取材の最後に

rved. 

所農業改良普及

農産物直売所

果園のキウイ

さんは 25 歳

に何度も京

や配荷量の

にはまって

り返りなが

んできました

ん水システ

て定着させ

可能」と語

なく提供し

、他作目を

営戦略の重

化を促して

いる早川さ

Ａの経営を

に語ってく

及課 

「げんきの里

フルーツ 

歳の

京浜

の調

て、

がら

た。

テム

せて

語る

し、

を組

重要

てき

さん

をと

れ

里」


